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春
を
待
つ
農
園 

二
〇
一
一
年
の
一
月
か
ら
は
、

日
本
海
側
の
大
雪
寒
波
、
太

平
洋
側
の
連
日
の
乾
燥
注
意

報
、
霧
島
連
山
・
新
燃
岳
で

は
活
発
な
噴
火
が
続
い
て
い

ま
す
。 

 

二
月
の
農
園
は
、
静
か
で
休

眠
の
農
園
で
す
。
エ
ン
ド
ウ
、

そ
ら
豆
、
イ
チ
ゴ
な
ど
は
風

よ
け
マ
ン
ト
を
着
て
も
寒
そ

う
。
で
も
地
中
で
は
根
を
張

っ
て
春
を
待
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。
外
見
的
に
休
園
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
、
地
中
で

は
土
作
り
を
ゆ
っ
く
り
と
や

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
寒
空
の
中
で
も
、
ス
イ

セ
ン
が
、
一
輪
、
一
輪
咲
い

て
い
ま
す
。 

春
は
目
の
前
に
来
て
い
る
の

で
す
。 

 
 

 

Ｓ
・
Ｏ 

           

   

ベ
ト
ナ
ム
・
カ
ン
ボ
ジ
ア 

旅
行
記 

い
よ
い
よ
旅
の
始
ま
り
で
す 

【 

二
〇
一
一
年
１
月
26
日

～
２
月
１
日
】 

１
日
目 

朝
８
時
30
分 

関
西
空
港
に
集
合
。 

幸

い

な

事

に

私

達

は 

“
は
る
か
”
で
十
分
間
に
合

っ
た
が
、
伊
勢
、
岡
山
、
鳥

取
、
石
川
等
の
方
は
前
夜
空

港
の
近
く
に
お
泊
り
。
22
人

ツ
ア
ー
。
私
達
と
よ
く
似
た

年
代
ご
夫
婦
と
中
年
女
性
グ

ル
ー
プ
の
気
楽
な
方
々
で
ほ

っ
と
す
る
。 

ベ
ト
ナ
ム
航
空
で
ハ
ノ
イ
へ

直
行
、
５
時
間
半
。
遠
く
に

草
地
の
広
が
る
空
港
か
ら
バ

ス
で
さ
ら
に
の
ん
び
り
し
た

畑
地
を
ド
ラ
イ
ブ
。
今
は
乾

期
で
稲
田
は
ガ
タ
ガ
タ
の
枯

れ
株
。
牛
や
馬
の
放
牧
地
に

利
用
、
綺
麗
に
食
べ
て
く
れ

る
。
バ
ス
の
両
側
か
ら
自
転

車
、
バ
イ
ク
や
ト
ラ
ッ
ク
が

大
き
な
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴

ら
せ
、
お
構
い
な
し
に
進
入

し
て
く
る
。
２
月
３
日
の
旧

正
月
に
向
け
て
稼
ぎ
時
で
村

中
、
街
中
本
当
に
忙
し
そ
う
。

正
月
の
飾
り
の
金
柑
、
黄
梅

と
桃
の
畑
と
露
店
が
ず
ら
り

と
並
ん
で
い
る
。
フ
ラ
ン
ス

が
統
治
し
て
い
た
時
代
が
あ

り
、
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
が
御
馳

走
。
空
港
側
の
道
路
に
は
田

舎
に
帰
省
す
る
人
へ
み
や
げ

に
と
二
本
入
り
の
フ
ラ
ン
ス

パ
ン
を
売
る
屋
台
が
ず
ら
り

と
並
ぶ
。
警
察
の
摘
発
を
受

け
る
と
す
ぐ
に
移
動
出
来
る

よ
う
に
と
屋
台
に
し
て
い
る

と
か
。 

ガ
イ
ド
さ
ん
は
チ
ン
さ
ん
、

運
転
手
は
ロ
ク
さ
ん
、
一
番

目
に
案
内
さ
れ
た
陶
器
は
バ

ッ
チ
ャ
ン
村
、
ベ
ト
ナ
ム
語

は
発
音
し
や
す
い
の
か
と
思

い
き
や
中
国
語
と
フ
ラ
ン
ス

語
と
な
に
や
ら
と
ミ
ッ
ク
ス

に
な
っ
た
よ
う
な
音
色
、
字

は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
飾
り

が
付
い
て
難
し
い
。 

ま
ず
ハ
ノ
イ
市
内
に
入
る
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
や
け
に

立
派
。
さ
す
が
日
本
Ｏ
Ｄ
Ａ

に
よ
る
日
本
大
手
企
業
の
総

合
事
業
。
３
日
間
の
滞
在
中

何
度
こ
の
陸
橋
を
渡
っ
た
か
、

そ
の
度
に
チ
ン
さ
ん
は
日
本

の
お
蔭
と
謝
辞
を
述
べ
る
。 

 

ベ
ト
ナ
ム
は
イ
ン
ド
シ
ナ

半
島
の
東
側
で
南
北
に
長
い
。

首
都
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
や
旧
王

朝
の
あ
っ
た
フ
エ
は
南
部
。

ハ
ノ
イ
は
中
央
部
。
北
部
で

は
ま
だ
地
雷
の
危
険
性
が
あ

り
、
２
０
０
万
人
が
殺
戮
さ

れ
た
り
、
戦
争
の
後
遺
症
の

人
も
多
く
い
る
と
か
痛
ま
し

い
。
ハ
ロ
ン
湾
ほ
と
り
の
ホ

テ
ル
に
着
い
た
の
は
暗
く
な

っ
て
８
時
過
ぎ
。
長
い
１
日

で
あ
っ
た
。 

“
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
観
光
客
の

人
気
ス
ポ
ッ
ト
遺
跡
巡
り
” 

 
 

４
日
目 

ま
ず
は
密
林

遺
跡
の
ベ
ン
メ
リ
ア
、
地
雷

が
撤
去
さ
れ
て
観
光
客
が
入

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
４

年
前
の
事
だ
そ
う
だ
。
大
き

な
樹
に
囲
ま
れ
た
敷
地
の
中

に
崩
落
し
た
石
の
寺
院
や
回

廊
が
捨
て
置
か
れ
た
ま
ま
、

爆
撃
や
宗
教
の
遍
歴
が
想
像

さ
れ
る
。
や
は
り
圧
巻
は
世

界
遺
産

の
池
面

に
映
る

“
逆
さ

ア
ン
コ

ー
ル
ワ

ッ
ト
”

で
あ
る
。

ど
こ
も
か
し
こ
も
神
の
化
神

で
あ
る
コ
ブ
ラ
の
彫
刻
で
お

出
迎
え
。
75
度
の
階
段
を
上

っ
て
最
高
の
高
さ
に
あ
る
塔

か
ら
下
界
を
眺
め
て
き
ま
し

た
。 

 
 
 

 
 

 

Ｓ
・
Ｕ 

（
抜
粋
で
す
。
） 

『
７
日
分
の
旅
行
記
は

槻
輪
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。
』 

    

ふ

る

さ

と

農

園 

会

員

便

り 

   

【
大
阪
城
梅
林
】 

２
月
７
日
（
月
）
天
候 

晴
れ 

 

立
春
を
す
ぎ
て
少
し
暖
か
く
な
っ
て
き
た
。 

夕
方
よ
り
「
ふ
ぐ
鍋
」
を
食
し
よ
う
と
同
窓
の
会
が
あ
る

の
で
、
ち
ょ
っ
と
早
め
に
家
を
出
て
「
大
阪
城
梅
林
」
に

梅
を
見
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

写
真
の
ご
と
く
チ
ラ
ホ
ラ
と
咲
い
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
梅
見
の
お
客
様
は
平
日
で
も
あ
っ
た
の
で
老
夫

婦
が
大
勢
き
て
い
ま
し
た
。
杖
を
た
よ
り
に
散
策
す
る
ほ

ほ
え
ま
し
い
姿
も
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

Ｔ
・
Ｎ 

 

 

四 

季 

彩 

 

 

槻輪は清水ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ主催講座のパ

ソコン教室に講師を派遣しています。 

初心者の方を対象に、案内文書・絵

や写真の挿入・グラフ・年賀状など身

近なものがパソコンで出来るように

親切・丁寧に指導しています。 

私も 3 年前６０歳過ぎてから、この

講座で初めてパソコンに出会い、今で

はこの会報の編集を任されています。

いろいろ出来ると楽しいですよ。  

あなたも春から始めませんか！ 

お知り合いの方をご紹介ください。 

《詳細は TEL072-687-4660 

清水ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰへ》 

（高槻市宮之河原 5 丁目 4-3） S・K 

 

 


